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1 広島市立五 日市南中学校

日 (木)にあります。
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ドバイス講座 3回 目がありますので
お越 しください。今回は、学習や勉
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しつかりと子どもに向き合い、学校
任せではなく、親 として自分にでき
ることを探して、『家庭の大切さ』を
もう一度考えてみませんか。
また、 3年生は、 2月 4日 (月 )選
I入試や推薦入試、国立、私学入試
等 と続いていくため、ご家庭の方で
きも、インフルエンザ、ノロウイルス

:[】兼12]i[|:鷺よξ:廿b:
髯いる状況です。手洗い、 うがいをし
つか りとして頂き、夜は早めに寝 さ
せ、充分に睡眠をとらせてください。

学校評価にもありま したが、保護者が願つている我が子のよい面や伸ば
していくために鍛えたい一面も一緒に話をしたいため、月末の学校行こう
習慣や 2月 1日 (金 )授業参観 。学級懇談会には、ぜひお越 しください。
ここでの話 し合いをもとに、この 2月 。3月 、来年度へ と 1・ 2年生の取
組を、進めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。
中学生は、失敗をすることがありますが、しか りながらもここを伸ばす
という良い面をともに探 しながら成長をさせることが大切だと思つていま
す。 5月 のPTA総 会でも話をしましたが、子どもを育てる上で、
『愛情は惜 しみなく与えよ。欲望は決 して満たす事なかれ。』
と話 しましたが、育てる上でなかなか難 しいことです。子 どもからは手を
離 しても、日は離さないようにしてください。具体的には、 トラブルに巻
き込まれたケースが他校を含め多く起こつているため、五 日市駅前のVl
やアルパークなどに生徒だけで行かさないこと、保護者同伴で行 くように
することを三者懇談会でお願いしましたね。そして、前回の学校だよりや
校長室だよりにも書いたように、地域へ迷惑をかけた りせず、地域の方に
対 しては積極的にあいさつをした リボランティア活動へ参加するようにさ
せてください。
最後に、一定震度以上の地震が発生した際に、
広島市立学校で共通 した対応をとること
になりました。そのための具体的な
対応についてPTA役 員総会や執行部会で
より安全がとりやすい状況を検討 してもらっています。
ぜひ、知恵を是非お貸 しください。最終的には、
2月 1日 (金)の学級懇談会でプリン トを
配布 して、修正 した内容を 4月 新年度に、
他の警報に関わる内容と一緒にだし、マニュアル化 していきます。」
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今から10年後、 20年後に、

この国でない人が半分です。

大 き な 地 震 が 発 生 し た 場 合 の 学 校 の 対 応 に つ い て (お 知 ら せ )

保 II子 の七像におかれましては 日頃より 本市■ひ本崚の歌■の■迪につきまして
,大 なる仲尺力をいただき 
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みんなが働いている場所は、

～ 1月 7日 (月 )新年授業開始式～

「1月 7日 (月 )朝会において、 3年生から 1年生を交えた 2年生中心
の新 しい生徒会執行部認証式がありました。役員認証のあと、話をした内
容は次の通 りです。
おはようございます。
新 しく承認 された生徒会執行部や
この生徒会を支える
3年生、 2年生、 1年生も
ともに、役を通 して
成長をしていってください。
今から10年後、 20年後に
みんなが働いている場所は、
こ の 国 で な い 人 が 半 分 、       
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国内でも他の国の人と一緒に      1子 『lξ∫F][f`生「イ∫鮒譜計認計よ
静のつの区で

働いている人が半分だと思います。
これから、自分自身の
内面における軸をしっか り持って
勝負 していってください。今後の活躍を楽 しみにしています。」

2 11的 体 は に つ い て
O17時 か ら 24時 まで に 発生 した場 合 に は  盟 日を一方 臨時 体 0と す る。
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ださ 上姜の ,● nり をお懸 い します。 子生掟ヨ き取 リカー ドjに 必要事項 を日入 し
ていただきます

r餃 中に地■が舅生した■日
適やかに帰宅 しIす がまだ年 ,け モにいるtl合 は再墨置 し 保饉者の ]1き 取 りをや
らます
いずれの場合 もメール Eほ  ホームベージで生徒の状況や引き取 りの低艘 を連● し
ます  にに ■■ 5● 以上で連嗜nも 寸晰 され 保饉
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に来 られ るまで学崚で ,は させますので お迎えをおHい します。


